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１．はじめに 

 

私たち協和キリングループは「ライフサイエンスとテクノロジーの進歩を追求し、新しい価値

の創造により、世界の人々の健康と豊さに貢献します」という経営理念をかかげています。その

実現のために、当社グループの価値観に基づき、コンプライアンス基本方針・リスクマネジメン

ト基本方針を基軸としたグループ行動規範を整理、グループへの浸透を図り、社会から信頼され

る企業であり続けることを目指しています。 

 

 グローバル環境に目を転じますと、2015年に国連で 2030年までの国際目標「持続可能な開発

目標（SDGs）」が採択されるなど、世界規模で経済・社会・環境問題の課題解決に向けた取り組

みが進められています。協和キリンは、事業を進めながら持続的な社会の実現に貢献していくこ

とを目指しています。そのためグループ全体で取り組むべき課題を、ISO 26000 （社会的責任に

関する国際規格）の 7つの主題ごとに「社会からの期待」として捉え、取り組みを進めています。 

 また 2017 年 4 月、ISO 26000 を補完し、組織が調達を通じて持続可能な開発に寄与するため

の指針を示した ISO 20400が発行されました。当社はこの新たな規格にも基づいて調達活動を進

めていきたいと考えております。 

 

 協和キリンは、大切なステークホルダーでありかつビジネスパートナーでもあるサプライヤー

の皆様とともに、様々なステークホルダーからの要請や期待に応え、社会の変化に適応しながら

CSR を推進していきます。そして、皆様との長期的な信頼関係を構築し、関係各国・地域社会と

調和した持続可能な社会の実現に向けて活動したいと考えております。 

 

 本ガイドブックは、サプライヤーの皆様のご理解とご協力を得て CSR調達を達成することを目

的に作成されたもので、『協和キリングループ 調達基本方針』『サプライヤー行動指針』『サプラ

イヤーホットライン』から構成されています。つきましては、本ガイドブックにより協和キリン

の CSR 調達の趣旨をご理解いただきますとともに、行動指針に則った活動にご協力をお願い申

し上げます。 
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２．協和キリングループ 調達基本方針 

 

協和キリングループは、社会の中で事業を営む企業として、様々なかたちで社会に貢献するこ

とをこれからも継続していきます。 

その社会的責任への取り組みの一環として、協和キリングループの調達活動においても、「協和

キリングループ 調達基本方針」*1を制定しています。この方針を通して、サプライヤーの皆様と

の間に長期的な信頼関係を築きながら、共に企業としての社会的責任を果たすため、関連するす

べての法令やルールを遵守し、公平・公正で透明な調達活動に努めていきます。 

*1：協和キリングループ調達基本方針は、協和キリングループ行動規範に基づき策定しておりま

す。また協和キリングループ行動規範は、キリングループの各方針に準じています。 

 

＜協和キリングループ 調達基本方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協和キリングループは、お客様にとって価値のある安全で高品質な製品・サービスを提供し、

協和キリングループ 経営理念『ライフサイエンスとテクノロジーの進歩を追求し、新しい価値

の創造により、世界の人々の健康と豊かさに貢献します』を実現するために、サプライヤーと

協力しオープンでフェアな調達活動を実施します。 

 

1. 品質本位 

(1) 調達活動においては、「協和キリングループ 品質基本方針」に沿って安全と品質を優先し、

さらにコストについても重視します。 

(2) お客様にとっての価値を向上させる新しい技術やご提案を歓迎します。 

 

2. オープンでフェアなお取り引き 

(1) サプライヤーの選定は、品質（Q）・コスト（C）・納期（D）・安定調達のほかに、CSR

への取り組み、技術力および提案力等を総合的に評価したうえで行います。 

(2) 複数のサプライヤーからの競争見積りによる調達を原則とし、公平な参入機会を提供しま

す。 

 

3. コンプライアンスの遵守 

(1) 社会規範、関連する法令およびその精神を遵守し、社会に信頼される良識のある活動を実施

します。 

(2) 調達に関わる担当者は、いかなるサプライヤーとも個人的な利害関係を持ちません。社会規

範から逸脱するような不当な謝礼や贈答品は受け取りません。寄付や協和キリングループの製

品・サービス等の利用を強要しません。また、互恵取引を前提とした調達活動を実施しません。 

 

4. 環境への配慮 

(1) 法令、条例および業界の自主基準に加えて、協和キリングループ各社でも自主基準を設定し、

自然と調和・共存する社会づくりを目指します。 

(2) 「協和キリングループ 環境基本方針」に則り、環境への配慮、汚染の防止を心がけ、サプ

ライヤーと協力し地球環境に配慮した調達活動を実践します。 



                                     

3 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協和キリンが健全な事業活動や社会的責任を果たすためには、重要なパートナーであるサプラ

イヤーの皆様にも弊社の CSR に対する考え方をご理解いただくとともに、CSR への取り組みに

ご協力いただくことが不可欠であると考えています。サプライヤーの皆様とのオープンでフェア

なお取り引きと、イコール・パートナーの精神でご協力を得ながら、ともに発展していけるよう、

CSR 調達を積極的に推進していきます。 

 

 

 

 

5. サプライヤーとの相互の信頼と繁栄 

(1) サプライヤーと長期的な信頼関係を築き共存共栄を図ります。また、サプライヤーと協力

しリスクの適切な管理と未然防止を徹底し、社会と経営への影響を回避する取り組みに努めま

す。 

(2) サプライヤーにご提供頂いた個人情報および営業秘密については適切に管理し、ご提供者

の了解なく社内外に公表しません。 

 

6. CSR調達の推進 

CSR調達を積極的に推進し、サプライヤーと共に持続可能な社会の発展に貢献していきます。 
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３．サプライヤー行動指針 

 

協和キリンはサプライチェーン全体で CSR を推進すべく、「サプライヤー行動指針」を定めて

います。サプライヤーの皆様にはサプライヤー行動指針に示す各項目をご理解いただき、これ

らの項目に則った活動をお願いいたします。またサプライヤーの皆様自身の企業活動を CSR 

の視点で振り返り、さらなる向上に努めていただくようお願いいたします。 

 

「サプライヤー行動指針」は、以下の７つの観点から構成されます。 

 

１） 社会との関係 

２） 従業員との関係 

３） ルールの遵守 

４） 人権尊重 

５） 環境保全 

６） 情報管理 

７） リスクマネジメント 

 

 

１） 社会との関係 

社会のよき一員として、持続可能な経済成長と社会的課題の解決を図ります。その実現のため

に、すべてのステークホルダーと良好な関係を築きます。  

① 高品質な製商品・サービスの提供 

・原材料の調達から製商品の研究・開発・製造・物流・販売後において、安全性確保を最優先

として、ステークホルダーから信頼を得られる活動に努めます。 

・各種科学的データの適正な取扱いと厳正さを確保します。  

② 適法かつ健全な関係の維持  

・社内外からの不法、不当な要求には一切応じません  

・腐敗行為（贈収賄、不当な利益供与、違法な政治献金など）を認めません。  

・犯罪に関与する組織とは一切関係を持ちません。  

③ 社会・地域との調和  

・関係各国および地域社会の経済・社会・文化習慣等を尊重し、地域社会の発展に貢献します。  

・事業活動を行う国および地域の法令等に誠実に従います。  

・事業活動を行う国および地域の皆様とのコミュニケーションを通じて相互理解に努めます。 

 

 

２） 従業員との関係 

各自の人間性を尊重し、働きやすい職場環境の維持に努めます。  

① 多様性の尊重  

・多様な背景を持つ人たちが、自らの持つ能力を発揮できる職場と機会を提供します。  

② 安全な職場環境の構築・維持  
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・労働環境に関する法令を遵守し、安全確保に継続して取り組みます。  

・労働災害を防止する活動を継続的に行います。  

・常に安全で従業員の心身の健康が図られる職場環境を整備します。  

・職場における危険、暴力、秩序を乱す行為を許しません。  

・薬物の違法使用を許しません。 

・職場において人体に有害な物質に暴露される状況を把握し、適切な対策を講じます。これら

有害な物質に関する安全性情報について、従業員に教育・トレーニングを実施します。  

③ 緊急時への備えと対応 

・生命・身体の安全を守るため、発生しうる災害・事故などを想定のうえ、緊急時の対応策を

準備し、また職場内に周知徹底します。 

④ 従業員の団結権の尊重 

・労働環境や賃金水準等の労使間協議を実現する手段として、従業員が団結することを尊重し

ます。従業員による組合等の結成、加入を認めます。 

 

 

３） ルールの遵守 

社会のルールを守り、誠実に高い倫理観を持って行動します。 

① 法令遵守 

・国内外の法令や社内外の諸規則・ルール、社会規範を遵守し、知識の更新に努めます。 

・業務に関する重要な法改正などのルール変更について積極的に情報収集するとともに、社内

諸規則・ルールを適時見直します。 

② 公正で自由な競争 

・各国の競争法に則り、公正・透明で自由な競争と取引を行います。 

・寄附を行う場合に見返りは求めません。 

③ 不正行為の予防 

・不正行為を予防するための活動を行い、また早期に発見し対応するための制度を整えます。 

④ 知的財産権の尊重 

・自社の知的財産を適切に利用し、他者の知的財産権を尊重します。 

 

 

４） 人権尊重 

すべての人々の人権、人格を尊重します。 

① 差別の禁止 

・人種、民族、国籍、社会的身分、門地、性別・障害の有無、健康状態、思想・信条、性的指

向・性自認および職種や雇用形態の違い等に基づく差別は行いません。 

② 強制労働や不当な児童労働の禁止  

・不当な労働をさせません。 

・不当な労働をさせるビジネスパートナーとは関係を持ちません。  

③ いかなるハラスメントも許しません  

・ビジネスパートナーとの関係を含めて、すべての人々へのハラスメントを許しません。 
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５） 環境保全 

環境問題の取り組みは人類共通の課題であり、企業の活動と存続に必須の要件であるという認

識の下、主体的に行動します。  

① 環境の保全・保護と資源循環 

・環境の保全・保護に積極的に取り組みます。 

・環境への負荷が少ない原材料、設備等を調達します。  

・原材料・エネルギー使用量の削減に努め、省資源及び地球温暖化防止に貢献します。 

・廃棄物の発生量を抑制し、再資源化に取り組みます。 

・環境パフォーマンスを向上のため、環境マネジメントシステムを構築し、継続的に改善しま

す。 

・生物多様性に配慮した資源利用を推進します。 

② 環境に関するルールの尊重 

・環境汚染と環境被害の防止に努めます。 

・環境への排出基準を遵守します。 

・関連法令等に従い、廃棄物を適正に処理します。 

・化学物質を適正に管理し取り扱います。 

・環境に関して必要な許認可を受け、また要求された報告を行政に提出します。  

 

 

６） 情報管理 

私たちの事業に関する情報を適正に管理します。  

① 個人情報、秘密情報の適正管理 

・事業活動で入手した個人情報を、法令等を遵守して使用します。 

・事業活動で入手した秘密情報を、契約等を遵守して使用します。 

・個人情報および秘密情報を保護する十分な対策を行い、厳重に管理します。 

② 法令および社内規程の遵守 

・法令に基づいて、社内の方針・規程を策定します。 

・社内規程に則り、文書・データの保管、廃棄および保全をします。 

③ 情報システム機器の適正な使用 

・会社の情報システム・コンピューター（PC）等の電子機器および電子メールを社内規程に従

って適正に使用します。 

④ インサイダー取引の禁止 

・業務上、自社または他社の未公表の重要事実を知った場合は、その重要事実が公表されるま

で、他人への漏洩およびそれらの会社の株式・社債などの有価証券の売買を行いません。 

⑤ 適時・適切かつ公正な情報開示 

・法令等で公開を義務付けられているか否かを問わず、ステークホルダーに対して適切かつ公

正な情報開示を行います。 
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７） リスクマネジメント 

私たちの事業にかかるリスクおよびクライシスを適切に管理します。 

① リスクマネジメントとクライシスマネジメントの実行 

・事業に関わるリスクを組織的に管理し、将来起こり得るリスクにも目を向けて、改善・解決・

解消に向けて取り組みます。 

・クライシスの予防、早期発見、発生時の迅速復旧など、備えておくべきリスク対応能力・危機

管理能力を高めるためのクライシスマネジメントを行います。 

 

以上のサプライヤー行動指針に則った活動へのご協力をよろしくお願いします。 
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４．サプライヤーホットライン 

 サプライヤーの皆様が、当社グループとのお取り引きにおいて、当社グループ社員などによる

法令等の違反行為（または、そのおそれがある行為）を認識された場合に、皆様から情報を提供

していただくための受付窓口を設置しています。当窓口調達担当部署からは完全に独立しており、

情報提供されたお取引先様に対して不利益な取り扱いが行われないことを保証いたします。また、

事実関係の調査におきましてご協力をいただく場合があります。 

 

サプライヤーホットライン 

https://www.kyowakirin.co.jp/csr/fair_operating_practices/csr_purchase/index.html 

 

 

 

発行日：2013年 9月 3日 

改訂日：2017年 12月 1日 

改正日：2019年 7月 1日 
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発行責任者： 

〒100-0004 東京都千代田区大手町 1－9－2 

協和キリン株式会社 

    調達部長 

   

お問い合わせ先： 

調達部 調達企画グループ 

kkc.procurement@kyowakirin.com 
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http://www.kyowakirin.co.jp/csr/fair_operating_practices/csr_purchase/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


